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概要

企業が所有する
駐車場、屋上など
普段使っていない

場所を緑化

社員や地域住民など
から参加者を募り
協力して水やりなど

管理
P

野菜を栽培
鍋パーティー

花を栽培
ドライフラワー



理念

空きスペースの活用 コミュニティ不足

企業 市民

「緑を身近に、地域をひとつに」



背景

地域コミュニティの減少

都市ポケット菜園で解決

現状の緑化方法の限界

・現状の緑化は行政や企業中心
→市民が携わっていない

・緑被率の減少
→現行の取り組みでは不十分

・自治会の機能の低下
→地域の人と知り合う場所がない

・若者の地域との関わりの減少



名古屋市の緑被率の推移
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「令和2年度緑の現況調査」より発表者作成



細種別緑被地面積の増減

平成2年から令和2年の30年間における変化
「令和2年度緑の現況調査」より引用



背景

地域コミュニティの減少

都市ポケット菜園で解決

現状の緑化方法の限界

・現状の緑化は行政や企業中心
→市民が携わっていない

・緑被率の減少
→現行の取り組みでは不十分

・自治会の機能の低下
→地域の人と知り合う場所がない

・若者の地域との関わりの減少



０ヶ月

種まきイベント

１ヶ月～３ヶ月

花を育てる
コミュニティを育てる

4ヶ月

収穫祭

事業の流れ

店舗にチラシを掲示
SNSで広告

週１回の水やりデー、月１回の
雑草抜きデーを作り、参加者の
集まりやすい時間を作る。

野菜を栽培する場合、
参加者全員で収穫・調理・食事

花を栽培する場合、
全員で収穫しお互いに花束贈呈

4ヶ月以降

次期の準備

季節によって栽培する野菜や花を
変えることで1年に複数回開催

０ヶ月～

参加者募集
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